
　

１
９
９
６
年
に
遺
伝
子
組
み
換
え
（
以
下
、
Ｇ
Ｍ
）

作
物
の
輸
入
が
始
ま
っ
て
以
来
、
日
本
は
世
界
有
数

の
Ｇ
Ｍ
輸
入
国
に
な
り
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

は
、
安
全
性
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
Ｇ
Ｍ
作
物
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
持
ち
、
Ｇ
Ｍ
作
物
・

食
品
に
反
対
す
る
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
各
生
協
で
自
生

Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
汚
染
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３

年
の
調
査
に
は
14
生
協
が
参
加
し
、
合
わ
せ
て
２
３
８

ヵ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。
６
月
26
日
に
開
催
し
た
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
調
査
報
告
会
で
は
、
６
生
協
か
ら

報
告
が
あ
り
、
各
地
の
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
の
状
況
を

共
有
し
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
の
仲
間
が
集
う
調

査
報
告
会
と
２
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ

ー
ゾ
ー
ン
運
動
全
国
交
流
集
会
の
様
子
も
併
せ
て
報

告
し
ま
す
。

遺伝子組み換え・ゲノム編集 に反対して、

～身近に広がる遺伝子 組み換え汚染～
私たちの食べもの を守りつづけましょう！

　長かったコロナ禍がついに終わりを迎える。コ
ロナが終息したら趣味の一つである海外旅行を復
活させたい。やっとその時がきた♡とワクワクし
ている。
　ところで、私はなぜ旅行が好きなのか…。その
土地、空気、人、食べ物、文化に触れることが楽
しいのはもちろん、ストレス発散になること、新
しい発見があること、非日常を体験できること。
大体月並みな理由なのだが、最大の理由は「開放
的になれること」だと思う。特に海外だと日本語
以外の言語で身振り手振りも交えコミュニケーシ
ョンをとったり、時には現地のタクシーのおっち
ゃんと喧嘩したり！日本だと自己表現が苦手な自
分もなぜか海外だと自己表現ができてしまう。不
思議である。
　大好きな海外旅行を復活させて、また日々の活
動を頑張ろうと思う。

篠原 佳奈子

グリーンコープ生協おおさか
理事長

　

現
在
流
通
し
て
い
る
Ｇ
Ｍ

作
物
の
９
割
が
、
ラ
ウ
ン
ド

ア
ッ
プ
や
バ
ス
タ
な
ど
の
除

草
剤
を
か
け
て
も
枯
れ
な
い

性
質
を
持
つ
。
多
国
籍
企
業

が
、
自
社
の
除
草
剤
の
利
用

を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
に

G
M
種
子
を
開
発
し
た
。
除

草
剤
と
G
M
種
子
を
セ
ッ
ト

で
使
え
ば
雑
草
だ
け
を
簡
単

に
枯
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
除
草
剤
の
大
量
使
用
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

発
が
ん
物
質
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が

体
内
か
ら
検
出

　

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
は
除
草
剤

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
の
主
成
分

で
あ
り
、Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健

機
関
）
の
専
門
家
機
関
Ｉ
Ａ

Ｒ
Ｃ（
国
際
が
ん
研
究
機
関
）

が
発
が
ん
物
質
と
し
て
認
定

し
て
い
る
。

　

除
草
剤
の
使
用
増
加
に
比

例
し
、
近
年
、
グ
リ
ホ
サ
ー

ト
に
よ
る
人
体
汚
染
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年

に
米
国
で
行
わ
れ
た
調
査
で

は
、
人
の
尿
の
サ
ン
プ
ル
の

93
％
か
ら
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が

検
出
さ
れ
た
。
私
た
ち
は
Ｇ

Ｍ
食
品
を
摂
取
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
知
ら
な
い
間
に
食

品
に
残
留
し
た
グ
リ
ホ
サ
ー

ト
を
体
内
に
取
り
込
ん
で
い

る
。
特
に
子
ど
も
た
ち
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
増
加
と

も
関
係
が
あ
る
の
で
は
と
言

わ
れ
て
い
る
。

Ｇ
Ｍ
食
品
を
め
ぐ
る

新
た
な
動
き

　

Ｇ
Ｍ
技
術
を
応
用
し
て
、

一
定
期
間
食
べ
続
け
れ
ば
花

粉
症
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
米

（
ス
ギ
花
粉
米
）
が
開
発
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
２
０

０
０
年
度
に
開
発
が
始
ま
っ

た
が
一
時
研
究
が
中
断
し
て

い
た
も
の
を
、
現
政
府
が
復

活
さ
せ
た
。

　

ま
た
、Ｒ
Ｎ
Ａ
干
渉
法
と

い
う
遺
伝
子
組
み
換
え
の
手

法
を
使
っ
て
遺
伝
子
を
操
作

す
る
こ
と
で
、
害
虫
を
突
然

死
さ
せ
る
農
薬
（
Ｒ
Ｎ
Ａ
農

薬
）
の
開
発
も
進
ん
で
い
る
。

農
林
水
産
省
が
推
進
す
る

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
で
は
、
化
学
合
成
農

薬
を
減
ら
す
代
わ
り
に
Ｒ
Ｎ

Ａ
農
薬
を
使
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。
突
然
死
を
引

き
起
こ
す
遺
伝
子
は
す
べ
て

の
生
物
に
共
通
す
る
の
で
、

こ
の
農
薬
を
浴
び
た
り
、
作

物
を
食
べ
る
こ
と
で
の
人
間

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

※

１
将
来
に
わ
た
っ
て
食
料
の
安

定
供
給
を
図
る
た
め
に
、
食

料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
力

向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る

戦
略

日
本
で
承
認
さ
れ
た

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
現
状

　

２
０
２
０
年
12
月
、
日
本

で
初
め
て
の
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
と
し
て
高
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
ト
マ

ト
が
承
認
さ
れ
、
ト
マ
ト
や

苗
、
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
の
販

売
が
開
始
さ
れ
た
。
開
発
し

た
日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
小
学
校
や
高
齢
者
施
設
へ

の
苗
の
無
償
配
布
を
打
ち
出

し
た
た
め
、
生
協
な
ど
の
市

民
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
自

治
体
に
「
受
け
取
ら
な
い
で
」

と
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
に
は
京
都
大

学
と
近
畿
大
学
が
、
ゲ
ノ
ム

編
集
に
よ
っ
て
肉
厚
に
な
る

マ
ダ
イ
と
、
成
長
が
早
ま
る

ト
ラ
フ
グ
を
共
同
開
発
。
京

大
内
に
企
業
を
立
ち
上
げ
て

ネ
ッ
ト
販
売
を
開
始
し
た
。

京
都
府
宮
津
市
が
、
ゲ
ノ
ム

編
集
の
ト
ラ
フ
グ
を
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
採
用
し

た
た
め
、
市
民
団
体
に
よ
る

反
対
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

新
た
に
日
本
で
承
認
さ
れ
た

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

　

ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
り
デ
ン

プ
ン
を
作
る
遺
伝
子
を
改
変

し
、
モ
チ
の
よ
う
な
粘
り
気

を
出
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
□

２
０
２
３
年
度
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
汚
染
調
査
報
告
会　
２
０
２
３
年
６
月
26
日　

参
加
者
：
1
5
8
人　

主
催
：
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

調
査
を
行
っ
た
各
生
協
か
ら
の
報
告

ＧＭナタネとは

自生ＧＭナタネ汚染調査

　遺伝子組み換え技術により、除草剤を散布
しても枯れない耐性を持つナタネ。除草剤
（ラウンドアップ・バスタ等）の耐性検査で
は陽性反応を示す。こぼれ落ちた種子の自生
や、風や虫による交雑も確認されている。

　神戸港は、日本最大のナタネの荷揚げ港
です。2022年には２検体から陽性反応が出
ましたが、今年はナタネが１本も見つから
ず、アブラナ科のカラシナを調査し、すべて
陰性でした。４年連続で陽性反応が出た深
江浜地区では、製油工場が除草しているの

か、ナタネの自生が昨年
より少ないことを確認し
ました。
　今年は親子で一緒に調
査したり、「子どもの居場
所」を利用する小学生が
参加して検査を行うな
ど、調査活動の裾野を広
げることができました。

　山口市では2カ所で調査活動
を行いました。国道9号線沿
い、県庁付近で採取した自生ナ
タネはラウンドアップ耐性の疑
陽性でした。現在、二次検査の
結果待ちです。山口市内の国道
２号線の中央分離帯で採取し
たナタネは、ラウンドアップ耐
性が陽性でした。
　山口市では、今まで陽性・疑

陽性の反応が出たことがありませんでした。私たちの
身近な地域でもＧＭナタネが自生していることを、や
まぐちの組合員にしっかりと伝えていきたいと思いま
す。今後は仲間を増やし、今年は実施できなかったナ
タネの抜き取りも調査活動と共に行っていきます。

　日本では、食用油の原料としてセイヨウナ
タネ（キャノーラ）の種子を輸入しており、そ
のほとんどがＧＭナタネです。荷揚げ港から
製油工場への輸送の際に、ＧＭナタネがこぼ
れ落ち、各地で発芽・生長しています。
　グリーンコープでは、ＧＭナタネの自生が
広がることを懸念し、2005年春からフィール
ド調査を開始。2009年からは抜き取りの活
動も行い、多くの組合員が参加する「市民に
よる監視活動」を続けています。また、各生協
では地方自治体に要望書や意見書を提出し
たり、製油会社にはＧＭナタネの飛散防止対
策や自生ＧＭナタネの刈り取りを求めてきま
した。最近では荷揚げ港や製油工場周辺での
除草が進んでいるとの報告も増えています。

ひょうごやまぐち

　毎年各地域で１ヵ所、前年と異なる場所を調
査しています。諫早市東部の採石場近くに、ナタ
ネがまとまって咲いており、検査したところバス
タ耐性が疑陽性となりました。長崎市女神大橋
付近でも、カラシナからバスタ耐性の疑陽性の
反応が出ました。
　今回（長崎）の調査で、初めてGMの疑陽性が
確認されました。今までよその出来事だと思っ

ていたＧＭナタネの
自生が、身近に迫って
いることを感じまし
た。今後も反応が出
た場所で、継続して
調査を行っていきま
す。

（長崎）

深江浜地区のカラシ
ナを検査したときの様
子。結果はすべて陰性。

　水島港や宇野港周辺と、飼料工場へ向かう幹線
道路沿いを中心に調査しました。飼料工場前の１検
体は判断できず、現在二次検査を行っています。宇
野港の以前ナタネを見つけた場所では舗装や除草
が進み、ナタネもカラシナも見つかりませんでし
た。製油会社でも直接船から荷揚げを行うなど、
ナタネが落ちないよう
取り扱いには配慮をし
ているようです。
　ＧＭナタネは季節を
問わずに開花する習性
があるので、今後は他
の季節にも調査したい
と考えています。

おかやま

飼料工場に向かう幹線道路沿
いを調査しました。

諫早市で採取したナタネか
ら、バスタ耐性の疑陽性の反
応が出ました。

大型トラックが行き交う
国道２号線沿いで採取し
たＧＭナタネ。

　ナタネの荷揚げ港である箱崎ふ頭周辺では、季節に
かかわらずこぼれ落ちたナタネが芽吹き、花を咲かせて
います。今回は５検体からラウンドアップ耐性の陽性、１
検体から疑陽性の反応が出ました。箱崎ふ頭近くの福岡
市東区名島では、車道と歩道の間に咲いたナタネから、

ラウンドアップ耐性の陽性反
応が出ました。
　これまで陽性反応のナタネ
が採取された地域では、清掃
や抜き取りが継続して行われて
おり、今回ナタネやカラシナは
見つかりませんでした。抜き取
り活動や調査を継続すること
の大切さを実感しています。

　ＧＭＯフリーゾーン運動は、日本の農業や生物多様性を
守るため、ＧＭＯ（遺伝子組み換え作物）を栽培しない地
域を全国に広げる取り組みです。毎年取り組みの趣旨に賛
同する団体が集会を行っています。
　集会では、グリーンコープ生協おおいた理事長の薬師寺
ひろみさんが各生協での取り組みについて報告し、「運動
を継続し、ＧＭ食品やゲノム編集食品を食べたくない消費
者が選択できるよう表示を求めていきます」と述べました。

　来年の集会は、グリーンコープ生協くまもとが主催団体
の一つとなり、熊本県で開催されます！

全国では、106，919
ha。この１年間で883
ha増えた。ＧＭＯフリ
ーゾーンを宣言した農
家を応援する個人サポ
ーターは25，638人、
事業者サポーターは
172社となった。

ふくおか

福岡市東区名島で採取した
ＧＭナタネ。検査で陽性を
示す赤い線２本を確認。

　八代港で採取したナタネを持ち帰り、グリーンクラブ
の方も参加して検査を行いました。結果は陰性でした
が、グリーンコープの伴走者であるグリーンクラブと一緒
に検査ができたことは大きな成果でした。東地域本部こ
うし地区の調査では、毎年市議会議員も参加して検査を
行っています。また、東地域本部たつだ地区の調査に
は、熊本市職員が参加し、東地域本部すぎなみ地区の調

査には、町議会議員や熊本
県の職員も参加しました。
　今回調査したことを来年
開催の「ＧＭＯフリーゾー
ン運動全国交流集会inく
まもと」につなげていきた
いと考えています。
※グリーンコープ納入業者の会

くまもと

合志市の市議会議員の方と
一緒に検査をする様子。

遺
伝
子
組
み
換
え
・

　
　
　
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
最
新
情
報

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
代
表

市
民
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
情
報
室
代
表

講
師　

天
笠 

啓
祐
さ
ん

人
体
へ
の
危
険
性
が

懸
念
さ
れ
る

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物

遺
伝
子
を
壊
し
て

生
命
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

　2023年の調査では、７団体が38都道府県で検査
しました。その結果、８道県で22件のＧＭナタネが
発見されました。
　グリーンコープの調査結果について、グリーンコー
プ生協ひょうご理事長の田内理恵さんが報告し、
「これからも全国のみなさんと共に運動を力強く進
め、仲間を増やし、未来の子どもたちの食卓と環境
を守っていきます」と述べました。
※「遺伝子組換え食品を考える中部の会」の三重県の調査分を除く

検体
総数

ラウンドアップ耐性
陽性

バスタ耐性
陽性

両耐性
陽性

2023年
GMナタネ
全国自生
調査結果

主催：遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン
７月22日 グリーンコープ参加者：56人

2023年 全国遺伝子組み換えナタネ
自生調査報告会

723 16 6 0

「ラウンドアップ」「バスタ」は共に除草剤。遺伝子組み換え
により、これらの除草剤に耐性を持つナタネはこの検査で陽
性反応を示す。

判断不可
2
1

0
0
1

3
2
1

0
0

2
0
0

0
12

バスタ
0
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0
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2（疑陽性）

0
0
0

0
2

ラウンドアップ
0
0

0
0
0

0
1（陽性）、１（疑陽性）
7（陽性）、１（疑陽性）

0
0

0
0
0

0
10

調査
箇所数

9
5

5
5
7

10
15
55

5
5

80
18
9

10
238

調査した
生協名

おおさか
ひょうご

とっとり
（島根）
おかやま

ひろしま
やまぐち
ふくおか

さが
（長崎）

くまもと
おおいた
かごしま

みやざき
合計

1次検査で反応が出た検体

2023年度
グリーンコープ自生ＧＭナタネ汚染調査結果

第17回

ＧＭＯフリーゾーン運動全国交流集会in東京
主催：第17回ＧＭＯフリーゾーン運動全国交流集会in東京 実行委員会

2023年２月25日 グリーンコープ参加者：38人
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齢・T
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講
演

を
米
国
の
企
業
が
開
発
。
２

０
２
３
年
３
月
20
日
に
日
本

で
４
番
目
の
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
コ

ー
ン
ス
タ
ー
チ
の
原
料
や
工

業
用
糊
、
化
粧
品
な
ど
に
使

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

食
用
コ
オ
ロ
ギ
な
ど

昆
虫
食
の
開
発
も
推
進

　

政
府
は
、
代
替
肉
や
昆
虫

食
な
ど
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
を
産

学
官
が
連
携
し
て
研
究
開
発

す
る
こ
と
を
推
進
し
て
お

り
、
中
で
も
ゲ
ノ
ム
編
集
し

た
食
用
コ
オ
ロ
ギ
の
開
発
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
成

長
が
早
い
コ
オ
ロ
ギ
や
低
ア

レ
ル
ゲ
ン
コ
オ
ロ
ギ
、
皮
膚

の
色
素
が
な
い
コ
オ
ロ
ギ
な

ど
の
研
究
が
、
い
く
つ
か
の

大
学
や
関
連
企
業
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。

遺
伝
子
を
壊
す
こ
と
は

生
命
を
操
作
す
る
こ
と

　

生
命
体
は
あ
る
性
質
に
つ

い
て
促
進
す
る
遺
伝
子
と
抑

制
す
る
遺
伝
子
の
両
方
を
持

ち
、
環
境
の
中
で
生
き
て
い

く
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
る
。
ゲ
ノ
ム
編
集
と
は
、

目
的
と
す
る
遺
伝
子
を
壊
す

こ
と
で
、
生
命
体
が
生
存
す

る
た
め
に
保
っ
て
い
る
微
妙

な
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
技
術
と

言
え
る
。

　

ゲ
ノ
ム
編
集
で
は
、
目
的

と
す
る
遺
伝
子
と
類
似
し
た

配
列
を
間
違
っ
て
切
断
し
て

し
ま
う
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

い
う
現
象
が
高
い
頻
度
で
起

き
て
い
る
。
致
命
的
な
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
切
断
し
て
し
ま
っ
た
ら

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
遺
伝

子
を
壊
す
こ
と
は
意
図
的
に

障
が
い
や
病
気
を
引
き
起
こ

す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い

た
め
、
生
命
体
を
操
作
す
る

意
味
が
問
わ
れ
て
い
る
。

消
費
者
と
し
て

声
を
上
げ
続
け
よ
う

　

政
府
は
「
遺
伝
子
を
壊
す

だ
け
の
ゲ
ノ
ム
編
集
は
遺
伝

子
組
み
換
え
と
は
異
な
る
」

と
し
て
、
食
品
と
し
て
の
安

全
性
審
査
や
環
境
影
響
評
価

を
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

食
品
表
示
も
な
い
た
め
、
消

費
者
に
は
選
択
権
が
な
い
。

種
子
に
も
表
示
が
な
い
た
め
、

農
家
に
も
選
択
権
が
な
い
。

有
機
認
証
制
度
で
は
、
ゲ
ノ

ム
編
集
作
物
の
認
証
を
可
能

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た

め
に
も
、
学
校
給
食
に
Ｇ
Ｍ

食
品
や
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
を

使
わ
な
い
よ
う
求
め
て
い
く

こ
と
が
急
が
れ
る
。
政
府
に

規
制
を
求
め
、
自
治
体
が
独

自
の
条
例
を
つ
く
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
消
費
者
の
声
を

届
け
て
い
こ
う
。

子どもたちも一緒に
調査しました。

初めて陽性反応を
確認しました。

除草が進み、自生ナタネが
減っています。

身近にＧＭナタネが自生して
いることを実感しました。

活動を継続することの
大切さを実感しました。

グリーンクラブや行政と
協力して検査しました。

2023年GMOフリーゾーン宣言農地
（2023年2月現在）

集計：遺伝子組み換え食品
　　  いらない！キャンペーン

全国に広がるＧＭＯフリーゾーン

※

壊す遺伝子の性質により、現れる性質も異なる

成長遺伝子を
壊す

成長を抑制する
遺伝子を壊す

※

※
2 

食
の
最
先
端
技
術

11
月
で
20
周
年
を
迎
え
る

に
つ
い
て
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
！

産
直
び
ん
牛
乳

 （2023 年 9月１日）  第 471 号  （2）共 生 の 時 代（3）  第 471 号  （2023 年 9 月１日） 共 生 の 時 代


